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0-35携帯型加速度測定器を用いた肺切除術前後での

身体活動量の推移
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[目的]

肺切除術の理学療法の目的の一つに呼吸器合併症

の予防がある。呼吸器合併症の予防には、 術後早期

から離床をすすめ、活動量を増やすことが重要であ

る。当院の周術期理学療法では術直後から離床を積

極的に促すように関わっている。しかしながら、術

後活動量の推移を、客観的なデータ を用いて示す報

告が少なかった。そこで、手術前後の身体活動量の

推移を携帯型加速度測定器 (GMS社製 Active tracer 

AC-21O : ACT)を用いて言十測した。

[方法I

ACTを使用 し術前 24時間と、術翌日 一般病棟に

帰室後から 72時間の身体活動量を測定した。同時

に術前後の身体活動の制限因子として 、 ~痛の程度

をvisualanalog scale (VAS)にて計測した。

[研究対象1

2007年 l月より 2007年 3月までに、当院にて肺

切除術を施行した症例で、本研究の主旨を説明し、

ACTの装着について承諾を得られた男性6名を対

象とした。年齢 68.5:t 12.5歳、身長 167士 IOcm、

体重 63:t 19k9であった。
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[結果]

術前より術後 2日目で全症例活動量の低下が認め

られた。その後、緩やかに活動量の改善は認められ

たが、 l症例 (術後 2日目でリハ終了した患者)の

み術後4日目で低下した。また、術後4日目に術前

の活動量を上回る症例は 2症例であった。痛みの推

移と活動量を見ると、~痛の強い患者ほど活動量は

低い傾向がみられた。
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[考察]

肺切除術後、患者の身体活動量は低下した。また、

廃痛が強い患者ほど活動量は低い傾向が見られ、廃

痛と活動量の関連が考えられた。術後 4日日で術前

の活動量まで回復している患者は 2症例のみであっ

たことについては、術前の活動量が大きな因子で

あったと考え られた。さらに、術後の活動量の推移

の差には、リ ハ終了期間の違いも考えられるが、本

研究では、検証に至っていない。今後、症例数を増

やすとともに、術後活動量の測定日数を延長し活動

性の経時的変化を捉え、活動量の制限因子の追及や

リハ終了基準等を含めた周術期リハを再考していく 。




